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坂町長候補者選挙公報

令和7年1月26日執行 坂町長選挙

災害から復興し、みんなにやさしいまち坂町
これまでも、厳しい財政状況の中で、町議会をはじめ町民の皆様のご協力によ
りまして、単独町制を維持しながら自主自立の行財政運営、平成３０年７月豪
雨の対応、新型コロナウイルス感染症への対応など、懸命に努力してまいりま
した。引き続き、坂町が多くの方々から「住んでみたい町、住み続けたい町」
と言っていただけるよう、被災前よりも安全で安心して暮らせるまちづくりを
さらに推進してまいります。
そして、親から子へ、子から孫へと歴史・文化・地域を守り、３０年先も５０
年先も、坂町が坂町で在り続けられるよう、地域密着・住民密着を念頭に置き、
高齢者から子育て世代までの幅広い年代に対応した行政サービスの提供に全力
で取り組んでまいります。

これから取り組む施策

「がんばろう坂町」を合言葉に、将来に向け、町民の皆様が希望を

抱けるよう全身全霊で邁進してまいる決意です。

自己紹介
昭和27年6月30日生まれ（72歳）
坂町出身
坂小学校→坂中学校→海田高等学校
→広島修道大学商学部卒→会社員

坂小学校PTA会長、坂中学校PTA会長、
海田高等学校PTA会長を歴任

昭和58年4月～坂町議会議員（9年）
平成5年2月～坂町長（8期・32年）
平成6年7月～安芸地区衛生施設管理
組合管理者
平成20年6月～広島県町村会会長
平成27年7月～平成29年7月まで
全国町村会副会長
令和5年7月～全国町村会会長
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※この選挙公報は、候補者から提出された原稿をそのまま縮小し、製版したものです。掲載順序は抽選によりました。

◎西日本豪雨災害からの復興を成し遂げる

◎坂町第５次長期総合計画、地方創生の推進による新たなまちづくり

◎人口増に向けた小屋浦一丁目地区の再開発事業の推進

◎保健センターの機能を備えた新たな施設の整備

◎坂地区のまちづくりの骨格となる県道坂小屋浦線整備事業の推進

◎慢性的な交通渋滞が発生している国道３１号の４車線化と歩道整備

◎保育園・こども園・小中学校間の円滑な連携・接続による子育て支援

◎学校における児童生徒の学力向上、平和教育、防災教育、道徳教育

並びに学校主体の部活動のさらなる充実、支援


